
＜定義＞

【35】術後せん妄推定発⽣率

（分⼦）分⺟のうち術後７⽇間にせん妄治療薬投与のある患者数
（分⺟）全⾝⿇酔⼿術の前７⽇間にせん妄治療薬投与のない⼊院患者数

＜コメント＞
　せん妄は、軽度から中等度の意識混濁に幻覚、妄想、興奮など様々な精神症状を伴う特殊な意識障害です。もともと脳の機能障害をきたしやすい⾼
齢者に多いのが特徴であり、⾝体状態が重篤な進⾏・終末期のがん患者のほか、集中治療室への⼊室患者や侵襲の⾼い術後患者などに頻度が⾼い
といわれています。
　当院の術後せん妄推定発⽣率は概ね調査参加病院の中央値と同等ですが、術後に使⽤する安定剤の変更など、当院のせん妄発症予防策によって
調査参加病院の中央値より低率となりつつあります。
　もし、術後せん妄が発症しても評価と診断・分類を⾏い、治療とケアを⾏っています。
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